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こ
の
度
、
西
多
摩
建
設
業
協
同
組
合
第
四
十
二
回

通
常
総
会
に
お
き
ま
し
て
理
事
と
い
う
大
役
に
お

お
せ
つ
か
り
ま
し
た
戸
髙
と
申
し
ま
す
。
ま
だ
ま
だ

若
輩
者
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
皆
様
方
に
ご
指
導
を

賜
り
な
が
ら
、
精
一
杯
努
力
し
て
ま
い
り
た
い
と
思

い
ま
す
の
で
、
ご
協
力
の
程
何
卒
宜
し
く
お
願
い
申

し
あ
げ
ま
す
。 

さ
て
、
現
在
は
デ
ジ
タ
ル
化
の
時
代
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
、
電
子
入
札
、
電
子
納 

品
等
建
設
業
界
の
中
で
も
急
速
に
デ
ジ
タ
ル
化

の
波
が
進
ん
で
い
ま
す
。 

 

そ
こ
で
、
私
は
よ
く
人
間
は
デ
ジ
タ
ル
か
ア

ナ
ロ
グ
か
ど
っ
ち
だ
ろ
う
と
考
え
た
と
き
、
私

は
ア
ナ
ロ
グ
じ
ゃ
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

間
違
い
も
あ
り
失
敗
も
あ
り
義
理
も
あ
り
恩
も

あ
り
何
よ
り
も
機
械
に
は
な
い
心
と
い
う
も
の

が
あ
り
ま
す
。 

 

私
は
、
奥
多
摩
町
長

と
し
て
五
月
二
十
四
日

か
ら
二
期
目
の
町
政
運

営
を
ス
タ
ー
ト
い
た
し

ま
し
た
。 

っ
て
公
明
・
公
正
な
町
政
運
営
を
基
本
姿
勢
と

し
て
、
率
先
垂
範
、
不
偏
不
党
を
政
治
信
条
と

し
て
粉
骨
砕
身
全
力
投
球
し
て
ま
い
り
ま
す
。 

西
多
摩
建
設
業
協
同
組
合
会
員
皆
様
の
現
況

に
つ
き
ま
し
て
は
、
西
多
摩
地
域
の
社
会
基
盤

整
備
の
進
捗
、
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
の
遵
守
、

安
全
な
施
工
管
理
等
に
よ
り
大
変
厳
し
い
経
営

状
況
で
あ
る
と
考
え
ま
す
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地

域
の
人
々
が
日
々
「
安
全
・
安
心
」
し
て
生
活

が
で
き
る
基
礎
的
イ
ン
フ
ラ
整
備
を
会
員
皆
様

が
担
っ
て
い
る
こ
と
も
衆
目
の
一
致
す
る
と
こ

ろ
で
あ
り
ま
す
。 

 

こ
の
こ
と
か
ら
、
西
多
摩
地
域
の
そ
れ
ぞ
れ

の
地
域
実
状
は
違
い
ま
す
が
、
私
た
ち
自
治
体

を
運
営
す
る
者
に
と
っ
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地

域
の
発
展
と
「
安
全
・
安
心
」
し
て
地
域
の
皆

様
が
住
み
続
け
る
こ
と
が
出
来
る
地
域
づ
く
り

が
最
大
の
願
い
で
あ
り
ま
す
。 

 

こ
の
た
め
に
は
、
西
多
摩
建
設
業
協
同
組
合

及
び
会
員
皆
様
の
ご
支
援
ご
協
力
が
不
可
欠
で

あ
り
ま
す
。
今
後
も
組
合
及
び
会
員
皆
様
の
企

業
が
益
々
躍
進
、
ご
発
展
す
る
こ
と
を
祈
念
申

し
上
げ
ま
す
。 
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心
境
新
た
に
西
多
摩
地
域
の
市
町
村
長
さ
ん
と

連
携
し
、
西
多
摩
地
域
、
奥
多
摩
町
の
活
性
化
の
推

進
に
向
け
て
、
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
参
り
ま

す
。 

 

現
在
、
自
治
体
を
取
り
巻
く
行
財
政
環
境
は
、
国

の
三
位
一
体
改
革
の
影
響
等
大
変
厳
し
い
局
面
に

た
た
さ
れ
て
い
ま
す
。
私
は
、
町
長
と
し
て
一
期
四

年
の
経
験
や
、
今
ま
で
職
員
と
し
て
培
っ
て
き
た
行

政
経
験
、
近
隣
市
町
村
や
東
京
都
と
の
貴
重
な
信
頼

関
係
を
大
切
に
し
、
行
政
の
継
続
性
、
信
頼
性
が
重

要
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。 

今
後
の
奥
多
摩
町
の
行
財
政
運
営
に
つ
き
ま
し

て
は
、
町
民
皆
様
を
は
じ
め
関
係
者
の
方
々
と
の
十 

分
な
議
論
を
経
て
、
地
道
で
確
実
な
行
政
改
革
を
実

施
し
、
簡
素
で
効
率
的
な
身
の
丈
に
あ
っ
た
堅
実
な

行
財
政
運
営
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。 

多
く
の
町
民
皆
様
が
何
を
考
え
、
何
を
求
め
て
い

る
の
か
自
分
自
身
の
肌
で
感
じ
、
ス
ピ
ー
ド
感
を
も 

 

 

最
近
の
凶
悪
事
件
や
い
じ
め
の
問
題

な
ど
、
今
の
子
供
達
や
大
人
達
を
含
め
、

テ
レ
ビ
ゲ
ー
ム
、
携
帯
電
話
・
パ
ソ
コ

ン
を
含
む
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
で
人
と

触
れ
合
わ
ず
自
分
の
世
界
を
作
り
、
現

実
と
空
想
の
区
別
も
つ
か
な
い
等
々
、

便
利
に
な
っ
た
反
面
人
間
の
心
の
部
分

が
無
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
結
果
お
き
い

て
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
人

間
と
し
て
、
一
番
大
事
な
心
の
部
分
が

ど
ん
ど
ん
置
い
て
い
か
れ
て
い
る
様
な

気
が
し
ま
す
。
沢
山
の
人
に
相
談
し
た

り
皆
と
飲
食
を
共
に
し
た
り
と
、
以
前 

 

ら
の
良
い
部
分
を
活
か
し
て
、
こ
れ
か

ら
当
組
合
を
通
じ
て
皆
様
方
と
い
ろ
い

ろ
な
話
が
出
来
た
ら
い
い
な
と
思
う
の

と
同
時
に
、
今
建
設
業
界
で
抱
え
て
い

る
様
々
な
問
題
も
多
少
は
解
決
で
き
る

の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

 

私
の
独
り
言
の
よ
う
な
文
章
で
申
し

訳
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
最
後
に
微

力
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
少
し
で
も
お
役

に
立
ち
た
い
と
出
来
る
限
り
一
生
懸
命

頑
張
る
所
存
で
す
の
で
、
ご
指
導
の
ほ

ど
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

   

は
普
通
に
行
わ
れ
た
事
が
今
は
少
な
く
な

っ
た
と
実
感
し
ま
す
。
仕
事
が
忙
し
く
、
疲

れ
な
ど
で
休
み
た
い
の
も
事
実
で
す
が
、
家

族
の
時
間
や
仕
事
・
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
で
も
沢

山
の
人
達
と
い
ろ
ん
な
話
を
す
る
機
会
が

あ
っ
た
な
ら
、
秋
葉
原
の
よ
う
な
凶
悪
犯
罪

も
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。 

 

今
後
、
建
設
業
界
も
飛
躍
的
に
デ
ジ
タ
ル

化
が
進
ん
で
い
く
と
思
い
ま
す
。
仕
事
上
、

必
要
不
可
欠
で
時
代
が
求
め
て
い
る
の
も

事
実
で
、
出
来
な
い
と
死
活
問
題
ま
で
発
展

し
て
し
ま
い
ま
す
。 

新
し
い
も
の
を
取
り
入
れ
る
中
で
、
昔
か 

際
に
は
ど
れ
だ
け
の
工
事
で
適
用
を

受
け
る
こ
と
が
出
来
る
の
で
し
ょ
う

か
？
話
は
変
わ
り
ま
す
が
、
あ
る
冊

子
に
「
地
頭
力
の
育
成
を
」
と
い
う

記
事
が
載
っ
て
い
ま
し
た
。
時
代
が

複
雑
化
し
て
い
く
中
、
何
が
正
し
い

正
解
な
の
か
？
が
分
か
ら
な
い
時
代

に
な
っ
て
き
て
、
正
解
の
あ
る
問
題

に
優
等
生
的
に
答
え
を
出
す
だ
け
で

な
く
、
正
解
の
な
い
問
題
に
答
え
を

出
す
地
頭
力
が
求
め
ら
れ
て
い
る
、

と
言
う
内
容
で
す
。
な
る
ほ
ど
今 

ま
さ
に
私
達
、
地
域
の
建
設
業
界
が

生
き
残
る
た
め
に
も
同
様
な
こ
と 

が
言
え
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い 

ま
し
た
。 

 
 

雑
駁
な
事
を
書
い
て
し
ま
い
ま
し

た
が
、
最
後
に
西
建
協
並
び
組
合
員

の
皆
様
の
ご
発
展
に
お
役
に
立
て
る

よ
う
努
め
る
所
存
で
御
座
い
ま
す
の

で
、
何
卒
ご
指
導
、
お
力
添
え
の
程

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

  

 

こ
の
度
、
第
四
十
二
回
西
多
摩
建
設

業
協
同
組
合
通
常
総
会
に
お
い
て
理
事

の
選
任
を
う
け
ま
し
て
、
身
を
引
き
締

め
て
組
合
の
運
営
に
務
め
な
け
れ
ば
と

思
い
ま
す
。 

 

私
達
建
設
業
界
の
こ
と
に
な
る
と
明

る
い
兆
し
は
な
く
、
建
設
業
・
公
共
工

事
に
対
し
て
厳
し
い
目
で
見
ら
れ
て
い

る
中
で
、
追
い
討
ち
を
か
け
る
よ
う
に

原
料
・
原
油
高
に
よ
る
資
材
等
価
格
上

昇
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。 

原
油
市
場
に
お
い
て
新
興
国
の
需
要
拡

大
は
も
と
よ
り
、
市
場
で
投
機
家
た
ち

が
夢
中
に
な
っ
て
い
る
マ
ネ
ー
ゲ
ー
ム

の
煽
り
を
受
け
な
く
て
は
な
ら
な
い
の

か
と
思
う
と･･････

 

そ
ん
な
中
、
東
京
都
に
お
い
て
も
資
材

等
の
高
騰
も
原
因
に
な
っ
て
い
る
最
近

の
入
札
不
調
の
対
策
と
し
て
、
「
単
品

ス
ラ
イ
ド
条
項
」
が
施
行
さ
れ
ま
し
た
。 

発
注
者
負
担
と
し
て
対
象
資
材
の
価
格 

上
昇
に
伴
う
増
額
部
分
の
う
ち
、
対
象

工 

  

事
費
の
一
％
を
超
え
る
額
と
な
っ
て 

い
ま
す
が
、
運
用
基
準
の
主
要
項
目
に 

な
る
と
、 

◎
対
象
資
材 

― 

鋼
材
、
燃
料
油
の
中
か

ら
、
さ
ら
に
具
体
的
な
品
目
を
選
定
す

る
。 

◎
対
象
工
事
費 

― 

既
済
部
分
の
取
り

扱
い
に
つ
い
て
規
定
す
る
。 

◎
契
約
変
更
基
準 

― 

契
約
変
更
の 

対
象
と
な
る
変
動
額
の
基
準
を
設 

定
す
る
。 

◎
変
動
額
算
出
方
法 

― 

変
動
後
資
材

価
格
の
設
定
方
法
や
変
動
額
算
出
式

を
設
定
す
る
。 

◎
契
約
変
更
手
続
き 

― 

契
約
変
更
に

あ
た
っ
て
の
協
議
方
法
、
契
約
変
更
の

時
期
等
を
規
定
す
る
。 

こ
れ
に
つ
い
て
詳
細
は
今
後
、
策
定
す

る
。
と
あ
り
ま
す
。 

条
項
の
適
用
実
施
は
助
か
る
こ
と
で
す

が
、
こ
れ
を
読
む
限
り
難
解
に
思
え
、
実 
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◇ 特 集 ◇ 多摩川に掛かる橋  第１９回 

◎鮎美橋  

  釜の淵公園にかけられた二つの橋のひとつ。 

多摩川に始めての斜張橋。あたりの森の間か 

ら見え隠れする姿は美しい。橋の上からの眺 

めも爽やか。川原にはいつも人影が絶えない。 

＊橋種：人道橋 橋長＝120.0ｍ 歩道＝3ｍ 

形式：２径間連続斜張橋 

下部：橋台２基  橋脚１基  

施工年月：昭和５８年３月  水面まで 10ｍ 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

          

  

   

 平成２０．２１年度 委 員 会 組 織 図      平成２０年７月 

担当副理事長 細沼順人 担当副理事長 酒井政修  担当副理事長 井上忠男 

委    員    会    委    員 

総 務 委 員 会 事   業   委   員  会 広 報 委 員 会 

 委 員 長  岩浪  岳史 委 員 長  加藤  隆  委 員 長 小池 正明 

 副委員長  榎森 厚志  副委員長 古屋 英司  副委員長 鈴木  誠  副委員長 上坂 健一  

委   員  事業部会  委  員  技術安全部会  委 員 委   員 

武田 雅由 理 事 熊谷 拓治  熊谷建設㈱ 岡野 恵之 ㈱岡野組 戸髙 弘喜 理 事 

宮崎一二三 ㈲宮崎土木 川口  勉  東京機工土木㈱ 清水  誠 清水土木建設㈱ 藤本 祐一 昭和建設㈱ 

土屋 保明 土屋建設㈱ 小高 城司 ㈱村尾重機 市川  徹 奥多摩建設工業㈱ 柴田 拓也 朝日建設㈱ 

   馬場  英明 ㈱馬場組 

 

 ◇経営講習会のお知らせ◇ 
     事業委員会 

平成２０年度経営講習会を東日本建設業保証㈱の 

ご協力により下記の通り開催致します。 

日時 ８月２７日（水）１４時～ 

会場 三階会議室 

テーマ 入札制度における総合評価方式の 

取り組み事例 

講師  大野春雄 

受講対象者 経営者・工事管理者 

〈講習の概要〉 

公共工事に係る入札制度は、社会・経済情勢を反映

し変化してきている。入札契約は、透明性・公正性・

客観性・競争性を高めていくことが必要である。 

ここでは、多様な入札契約方式が実施されるなかで、

国・都でスタートした技術提案型の総合評価方式の事

例について紹介する。技術提案をするためにはＶＥ技

術が必要であり、その適用方法の検討と組織的なＶＥ

スキルが重要である。入札時ＶＥ、契約ＶＥ、設計Ｖ

Ｅの提案状況と総合評価方式の事例を確認し、今後の

入札制度の方向性を見極める。        

 

◎ 調布橋 

 

明治 26 年、友田・長淵・駒木野・河辺・千ケ瀬・

日向和田の諸村集まり調布村となっていたが、大

正１０年に当時の有志により長さ 106ｍの吊り橋

が造くられた。（千ケ瀬の渡し姿を消す）調布橋の

名をとる。 

昭和１０年にア－チ型の本格的な橋となり、規模

や技術につい注目を浴びた。さらに交通の増によ

り、現在の調布橋は平成５年に架け替えられた 3

代目です。 

 

 ６ 月 事 業 報 告  

９日 正副理事長会 

１１日 広報委員会１６７号編集発行 

１２日 三多摩建設業連合会 定期総会 

１３日 建災防西多摩分会 定期総会 

    安全週間説明会 １４時～  

 会場：羽村市スポーツセンター会議室 

１８日 理事会 

２６日 若手経営者の会 役員会 

 ７ 月 事 業 計 画  

 １日 災害対策特別委員会  

 ４日 現場パトロール（西多摩分会） 

 ４日 事業委員会 

１０日 広報委員会１６８号編集発行 

１５日 総務委員会 

１６日 正副理事長会  

１６日 理事会 

 

 

＊橋種：道路橋  

橋長＝113.0ｍ  車道＝10ｍ 歩道 3ｍ×2  形式：上路アーチ橋 

施工年月：平成５年３月   水面まで 18ｍ 

 

 

 
 

《 ６月１８日 理事会報告》 

①報告事項 

  ・若手経営者の会総会報告 

・西多摩分会定期総会報告 

・三多摩建設業連合会定期総会報告 

・委員会報告 

・その他 

②審議事項 

・総会懇親会会計報告 出席者 75 名  

・暴力団排除関連団体連絡会総会の件  

  ・２０年度 委員会委員構成の件 

  ・退任役員記念品支給の件 

 

秋川街道に架けられ、古くから交通の要所とされた。当時は少し下流千ケ瀬の渡

しが利用されていた。 

◇
死
を
招
く
熱
中
症
を
防
げ
◇ 

建
災
防
・
西
多
摩
分
会 

毎
年
、
夏
に
集
中
し
て
熱
中
症
が
発
生
し
て
い
ま
す
。 

 

作
業
前 

・ 

作
業
中 

 

所
長
・
職
長
等
に
よ
る
体
調
確
認
。 

 

 
 

熱
中
症
の
予
防
対
策
を
徹
底
し
よ
う
。 

 
 

・
十
分
な
休
憩
時
間
や
作
業
休
止
時
間
の
確
保
、
作
業
服
は
吸
湿

性
・
通
気
性
の
良
い
も
の
、
帽
子
は
通
気
性
の
良
い
も
の
を
着

用
。 

・
作
業
者
の
健
康
状
態
を
あ
ら
か
じ
め
把
握
し
、
作
業
開
始
前
は

も
ち
ろ
ん
、
作
業
中
も
巡
視
な
ど
に
よ
り
作
業
者
の
健
康
状
態

を
確
認
。 

・
作
業
を
管
理
す
る
者
及
び
作
業
者
に
対
し
、
あ
ら
か
じ
め
熱
中

症
の
症
状
・
予
防
方
法
・
緊
急
時
の
救
急
措
置
・
熱
中
症
の
事

例
に
つ
い
て
労
働
衛
生
教
育
を
実
施
し
て
下
さ
い
。 

◇
救
急
措
置 

 

 

◇
災
害
対
策
特
別
委
員
会
◇ 

委
員
長 
 

井
上
忠
男 

副
委
員
長 

酒
井
政
修
・
細
沼
順
人 

委 

員 
 

古
屋
英
司
・
加
藤 

隆
・ 

 
 

 
 

 
 

鈴
木 

誠
・
上
坂
健
一
・ 

武
田
雅
由 

 

   

 

作
業
開
始
前
に
あ
ら
か
じ
め
緊
急
連
絡
網
を
作
成
、
関
係
者
に
知
ら
せ
て
お
い
て
く

だ
さ
い
。
ま
た
作
業
現
場
の
近
く
の
病
院
や
診
療
所
の
場
所
を
確
認
し
て
お
く
。 

 

熱
中
症
は
、
早
期
の
措
置
が
大
切
で
す
。
少
し
で
も
異
常
が
み
ら
れ
た
ら
、 

 

・
涼
し
い
と
こ
ろ
で
安
静
に
す
る
（
安
静
中
は
、
一
人
に
さ
せ
な
い
） 

 

・
水
や
ス
ポ
ー
ツ
ド
リ
ン
ク
な
ど
を
と
ら
せ
。 

直
ち
に
医
師
の
手
当
て
を
受
け
る
。 


